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一般事業主行動計画の担 当部局名
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活躍の推進に関す

(ふ りが な )

一 般 事 業 主 の 氏 名 又 は 名 称

(ふ りが な )

(法 人 の場 合 )代 表者 の氏名

住     所

電 話 番 号

記

6人
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1メ、
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(か ぶ し き が い し ゃ ほ しゃ ま )

株 式 会 社 星 山 リサ イ クル

(ほ しやまあきお )

代 表 取締役 社 長  星 山晃 男

山 口県 防府 市 三 田尻 2-11-
37

0835-22-1823
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常時雇 用 す る労働 者 の数
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行 動 計 画 を (五E〉 変 更 ) 令 和  3年  6月  1日

変更 した場合の変更内容
①  一般事業主行動計画の計画期間
②  目標又は女性活躍推進対策の内容 (既 に都道府県労働局長 に届 け出た一般事業主行動計

画策定・ 変更届の事項 に変更を及 ぼす よ うな場合 に限 る。 )

③ その他
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8 -般 事業主行動計画 を定める際に把握 した女性 の職業生活 にお ける活躍 に関す る状況 の分析
の概況

(1)基 礎項 目の状況把握・分析の実施   (

(2)選 択項 目の状況把握・分析の実施 (把 握

(

した場 合 、 そ の代 表 的 な もの のみ を記載 )
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様式第 1号 (第 一条及び第 五条関係 ) (第 二面 。第二面 )

9 達成 しよ うとす る 目標 及 び 取組 の 内容 の概 況 (一 般 事 業 主行 動 計 画 を添付 す る場 合 は記載 省 略可 )

(1)達 成 しよ うとす る 日標 の内容 (常 時 雇 用 す る労働 者 数 301人 以 上 の事 業 主 は 、分 類 につ いて下

記 の表 の左 欄 の数 字 を記 載。 数値 目標 で代 表 的 な もののみ を記載。 )

つ 目の 達 成 しよ う とす る 日標 の 内容

の達成 しよ うとす る 日標 の 内容 (常 時雇 用 す る労働 者 数 301
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表

達成 しよ うとす

る日標 に関す る

事項 (分 類 )

達成 しよ うとす る 目標 に関連す る項 目

①女性労働者 に

対す る職業生活

に関す る機会の

提供

採用 した労働者 に 占める女性 労働者 の割合 (区 )

男女別 の採用にお ける競争倍 率 (区 )

労働者 に占める女性 労働者 の害1合 (区 )(派 )

男女別 の配 置の状況 (区 )

男女別 の将来の育成 を 目的 とした教育訓練 の受講 の状況 (区 )

管理職及び男女の労働者 の配置・ 育成・ 評価・昇進・ 性別役割分担意識 その他 の職

場風土等 に関す る意識 (区 )(派 :性別役割分担意識 な ど職場風 土等 に関す る意識 )

管理職 に占める女性 労働者 の割合

各職階の労働者 に 占める女性 労働者 の割合及び役員 に占め る女性 の割合

男女別 の 1つ上位 の職 階へ昇進 した労働者 の害1合

男女の人事評価 の結果 におけ る差異 (区 )

セ クシュアルハ ラスメン ト等 に関す る各種相談窓 日への相談状況 (区 )(派 )

男女別 の職種又 は雇用形態 の転換 の実績 (区 )(派 :雇 入れ の実績 )

男女別 の再雇用又は 中途採用の実績 (区 )

男女別 の職種若 しくは雇 用形態 の転換者 、再雇用者又は 中途採用者 を管理職へ登用

した実績

非正社員の男女別 のキャ リアア ップに向けた研修 の受講 の状況 (区 )

男女の賃金の差 異 (区 )

②職業生活 と家

庭生活 との両立

に資す る雇用環

境の整備

男女の平均継続勤務年数 の差異 〈区 )

10事業年度前及びその前後 の事業年度 に採用 され た労働者 の男女別 の継続雇用

割合 (区 )

男女別 の育児体業取得率及 び平均取得期間 (区 )

男女別の職 業生活 と家庭生活 との両立 を支援す るた めの制度 (育 児体業 を除 く。 )

の利用 実績 (区 )

男女別 のフ レックス タイム制、在宅勤務、テ レワー ク等 の柔軟 な働 き方 に資す る制

度の利用実績

労働者 の各 月ご との平均残業時間数等 の労働 時間 (健 康管理 時間)の 状況

労働者 の各月 ごとの平均残業時間数等の労働時間 〈健康 管理時間)の 状況 (区 )(派 )

有給休暇取得率 (区 )



2 4生 の活躍推進 に関す る llk組 の 内容 の概 況

達成 しよ うとす る 目標 に

関す る事項 (分 類 )

女性 の活躍推進 に関す る取組 の内容 として定 めた事項 (例 示 )

採用に関する事項

ア 採用選 考基準や 、その運用 の見直 し

イ 女性が活躍できる職場であることについての求職者 に向けた積極的広報

ウ ー般職 等 の職務範囲の拡大・ 昇進の上限の見直 し・ 処遇改善

エ ー般職等 か ら総合職等へ の転換制度 の積極的 な運用

オ 育児・介護・配偶者の転勤等を理由とす る退職者 に対する再雇用の実施

力 そ の他

継続就 業・ 職場風土に関す

る事項

ア 職 場 と家庭 の両方 にお いて男女が ともに貢献で きる職場風土づ くり

に向 けた意識啓発

イ 上 司を通 じた男性 労働者の働 き方の見直 しな ど育児参画の促進

ウ 利 用可能 な両立支援制度 に関す る労働者・ 管理職への周知徹底

工 着 手の労働者 を対象 と した仕事 と家庭 の両立 を前提 としたキャ リア

イ メー ジ形成 のための研修・ 説 明会等 の実施

オ 育児休 業 か らの復職者 を部下 に持う上司に対す る適切 なマネ ジメン

ト・ 育成等 に関す る研修等

力 短 時間勤務制度・ フ レックス タイム制 。在宅勤務・テ レワー ク等に

よる柔軟 な働 き方の実現

キ その他

長時間労働 の是正 に関す る

事項

ア 組織 の トップか らの長 時間労働 是正 に関す る強い メ ッセー ジの発信

イ 組織全体・部署 ごとの数値 目標 の設 定 と徹底 的なフォ ローア ップ

ウ 時間 当た りの労働生産性 を重視 した人事評価

工 管理職 の人事評価 にお ける長時間労働 是正・生産性 向上に関す る評価

オ 労働 者間 の助 け合 いの好事例発表・評価 等 に よる互いに助 け合 う職場

風 土の醸成

カ チ ー ム内 の業務 状況 の情報共有/上 司に よる業務 の優先順位 付 けや

業務分担 の見直 し等のマネ ジメン トの徹底

キ そ の他

配置・ 育成・教育 31練 に関

す る事項/評価・登用に関す

る事項

ア 従 来、男性 労働者 中心であった職場 への女性 労働者 の配置拡大 と、そ

れ に よる多様 な職務経験 の付与

イ 女性 労働者 の積極的 。公 正な育成・評価 に向けた上司への ヒア リング

ウ 若 手 に対す る多様 な ロールモデル・多様 なキャ リアパス事例の紹介/
ロール モ デル とな る女性 管理 職 と女性 労働 者 との交流機会 の設定等

に よるマ ッチ ング

エ 職 階等 に応 じた女性 同士の交流機 会 の設 定等 に よるネ ッ トワー ク形

成 支援

オ 時間 当た りの労働生産性 を重視 した人事評価 による育児休業・短時間

勤務等の利用 に公 平な評価 の実施

力 その他

多様 なキャ リア コー スに関

す る事項

ア 採 用時の雇用管理 区分 に とらわれ ない活躍 に向けた コース別雇用管

理 の見直 し (コ ース区分の廃止・再編等 )

イ ー般職等 の職務範囲の拡大・昇進 の上限の見直 し・処遇改善

ウ 非正社員 か ら正社員 (※ )への転換制度 の積極的運用

工 育児・介護・配偶者の転勤等を理由とす る退職者に対する再雇用の実施

オ その他



(第 四面 )

(記 1要 領 )

「届 出年 月 日」欄 は 、都 道 府 県 労働 局長 に 「一般 事 業 主行 動 計画 策 定・変更 届 」 (以 下 「届

出書 Jと い う。 )を 提 出す る年 月 日を記載 す る こ と。

「一 般 事 業 主 の氏名 又 は名 称 、代 表 者 の氏名 、住所 及 び 電 話 番 号 J欄 は、 申請 を行 う一般

事 業 主 の氏名 又 は名 称 、住 所 及 び 電 話 番 号 を記 載 す る こ と。氏名 につ い て は、記名 又 は 自

筆 に よ る署名 のいず れ か に よ り記 載 す る こ と。一般 事 業 主 が法 人 の場 合 に あ って は 、法人
の名 称 、代表 者 の 氏名 、主 た る事 務 所 の所 在 地及 び 電 話番 号 を記載 す る こ と。代表 者 の氏

名 につ い て は、記 名 又 は 自筆 に よ る署名 の いず れ か に よ り記載 す る こ と。電 話番 号 につ い

て は、 主 た る事 務 所 の電話 番 号 を記載 す る こ と。

「一般 事業主行 動計画 を (策 定・変更 )」 欄 は、該 当す る文字 を○で囲む こと。

「 1 常 時雇 用 す る労働 者 の数J欄 は届 出書 を提 出す る 日又 は提 出す る 日前 の 1か 月 以 内
の いず れ か の 日に お い て 常 時雇 用 す る労働 者 の数 、 うち男 女 別 労働 者 の数 を記 載 す る こ

と。

「 2 -般 事業 主行 動 計画 を (策 定・ 変 更 )し た 日J欄 は、該 当す る文 字 を○で 囲む と と

もに 、策 定又 は変 更 した 日を記載 す る こ と。

「3.変 更 した場 合 の 変 更 内容 」欄 は、該 当す る もの の番 号 を○ で 囲む こ と。

「 4 -般 事 業 主行 動 計画 の計 画 期 間 J欄 は 、策 定 した 一 般 事 業 主 行動 計 画 の計 画期 間 の

初 日及 び末 日の年 月 日を記 載 す る こ と。

「 5,一 般 事 業 主行 動 計 画 の 労働 者 へ の周 知 の 方法 J欄 は 、該 当す る もの の番 号 を○ で囲

み 、④ を〇 で囲 ん だ場 合 は 、① か ら③ 以外 の周 知 の方 法 を記 載 す る こ と。

「6 -般 事 業 主行 動 計 画 の外 部 へ の公 表 方 法 J及 び 「 7女 性 の職 業 生 活 にお け る活 躍

に関す る情報 の公 表 の方 法 」欄 は 、該 当す る もの の番 号 を○ で囲 み 、① を○ で囲ん だ場 合

は、括 弧 内 の具 体 的 方 法 を○ で 囲 む か 、記 載 す る こ と。 ② を○ で 囲 ん だ場合 はヾ① 以外 の

公表 の方 法 を記 載 す る こ と。

「8 -般 事 業 主行 動 計画 を定 め る際 に把握 した 女性 の職 業 生 活 にお け る活 躍 に関す る状

況 の分 析 の概 況 」欄 は、 (1)に つ い て は、①採 用 した 労働 者 に 占め る女性 労働 者 の割 合 、

② 男 女 の平 均継 続 勤 務年 数 の差 異 、③ 労働 者 一人 当た りの各 月 ご との時 間外 労働 及 び休 日

労働 の合 計 時 間数 等 の労働 時 間 の状 況 、④ 管 理 的 地位 に あ る労働 者 (管 理 職 )に 占め る女

性 労働 者 の割 合 につ いて把 握・ 分 析 を実施 した場合 は 、 (済 )を 〇 で 囲み 、 (2)に つ い

ては 、把 握・ 分 析 した場 合 は 、 そ の項 目を記 載 す る こ と (代 表 的 な もの のみ を記載 )。

「 9 達 成 しよ うとす る 目標 及 び 取組 の 内容 の概 況 」欄 は 、 (1)に つ いて は 、一般 事業

主行 動 計 画 に定 めた達 成 しよ うとす る 日標 (数 値 目標 で代 表 的 な もの )の 内容 につ い て記

載す る こ と。ま た、常時雇 用 す る労働 者 数 301人 以 上 の事 業 主 に あ って は、 (i)と (1)
両方 記 載 し、 当該 目標 の分 類 につ い て表 中の該 当す る番 号 (① 又 は② )を 記載 す る こ と。

(2)に つ いて は 、女性 の活躍 の推進 に関す る取組 の内容 と して定めた事項につ いて例 示 さ

れ た事 項 に該 当す る場 合 は 、それ ぞれ 該 当す る記 号 (ア か ら力)を 〇 で囲み 、その他 の項

目を定 め た場 合 は 「そ の他 」 にそ の概 要 を記 載 す る こ と。

なお 、届 出書 と ともに一 般 事 業 主行 動 計画 を添付 す る場 合 は 、 9欄 の記 載 は省略 す る こ

とが で き る こ と。
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株式会社星山リサイクル 行動計画

女性の事務職を増やし、女性が活躍できる雇用環境の整備を行 うため、

次の行動計画を策定する。

○計画期間  令和 3年 6月 1日 ～ 令和 6年 5月 31日

○ 目標

目標 :事務職の女性を 1人から2人以上にする。

○取 り組み内容・実施時期

取り組み内容 :事務職の女性社員 1人の新規採用を行う。

令和 3年 6月 ～ 事務職の職域における現状 と課題について、現在事務職として働

いている女性社員に対するヒアリングを行い、分析を開始。

令和 3年 9月 ～ 女性の応募を増やすため、自社ホームベージの採用ベージの内容

を見直し、改定する。

令和 3年 10月 ～ 女性が働きやすい環境整備の一環 として、 トイレの新設工事を行

つ。

令和 3年 12月 ～ 求人に対して応募された女性を対象とした説明会、面接等を実施

する。

令和 4年  3月～ 今後の女性採用拡大を念頭に置き、インターンシップ、研修を実

施する。併せて育児・介護関係係制度に関する調査を行い、各種

制度の運用について検討する。


